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研
究
ノ
ー
ト

エ
ペ
ソ
書
の
構
成
と

成
立
に
つ
い
て

木
　
下
　
順
　
治

　
エ
ペ
ソ
入
へ
の
r
紙
は
、
そ
の
痔
者
の
問
題
に
つ
い
て
、
最
も

論
争
の
は
げ
し
い
文
轡
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
、
こ
の

手
紙
の
構
成
と
か
ら
み
合
せ
て
さ
ぐ
っ
て
見
た
い
。

　
エ
ペ
ソ
書
の
著
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
代
大
き
く
二
つ
に

分
れ
て
い
る
。
ω
エ
ペ
ソ
書
の
中
の
パ
ウ
ロ
的
要
素
を
重
視
す
る

保
守
的
立
場
の
人
々
は
、
パ
ウ
ロ
著
作
説
を
説
え
る
（
》
げ
げ
O
僧
ゴ

囚
｝
強
P
℃
甦
。
ざ
N
巴
岳
ψ
○
昏
夢
臥
ρ
O
巳
に
諭
旨
コ
P
竃
ざ
一
ρ
器
富
ω
㎏

Ω
o
σ
q
α
q
博
タ
δ
。
・
8
0
肝
玉
’
じ
ご
鋤
増
昏
》
ω
o
ぼ
二
ρ
ω
蜜
⇔
的
ρ
菊
・
鼠
“

○
轟
⇔
r
山
谷
省
吾
）
。
②
批
判
的
な
人
は
、
パ
ウ
ロ
の
思
想
や
用

語
、
文
体
と
異
る
要
素
を
指
摘
し
て
非
パ
ウ
ロ
説
を
支
持
す
る

（
ゆ
の
震
ρ
ζ
器
ω
o
P
U
一
げ
鉱
一
¢
。
ウ
”
Z
ぎ
鉱
蚕
ヨ
v
累
餌
。
。
Φ
再
論
副
一
〆
b
σ
簿
㍗

同
①
帥
r
し
ご
。
穏
⇔
実
効
ヨ
ヨ
v
O
o
欝
皿
ヨ
費
彰
・
ζ
搾
齢
9
ピ
O
o
o
鳥
壱
①
①
9 り

ゆ
評
。
》
タ
♂
ピ
■
図
瓢
。
望
し
d
鑓
昌
山
o
P
鏑
。
図
旨
。
〆
0
⇔
山
げ
自
曙
v
閃
鐸
7

一
①
お
鍵
霞
区
ω
①
P
男
霞
巳
ω
び
”
ざ
げ
篇
8
昌
ρ
ζ
O
鴫
鶏
¢
。
偶
問
題
の

む
つ
か
し
さ
に
筈
者
は
決
定
し
え
な
い
と
主
張
す
る
人
々
も
あ
る

（一

､
♂
げ
の
眞
○
⇔
鳥
げ
霞
ざ
㌶
o
Z
¢
誉
♂
＜
田
置
彰
ρ
O
節
侮
を
凶
。
犀
）
Q
四

工
ペ
ソ
嘗
の
内
容
を
、
パ
ウ
μ
の
原
作
の
部
分
と
パ
ウ
ロ
以
外
の

編
者
の
筆
に
な
る
部
分
と
に
分
け
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
も
あ

る
（
〉
唱
℃
①
鋼
》
子
①
馨
斜
じ
d
①
コ
。
一
帥
曽
O
の
猟
p
。
ロ
〆
O
o
σ
q
鐸
Φ
ご
謁
貧
目
憎

。。

寃
R
）
。
ω
と
図
の
立
場
は
夫
々
梢
当
の
無
理
が
あ
る
。
小
論
は
㈲

の
グ
ル
…
ブ
に
入
る
全
く
籍
し
い
試
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
○

　
エ
ペ
ソ
k
日
に
川
い
ら
れ
て
い
る
主
語
の
西
行
は
、
こ
れ
を
パ
ウ

ロ
と
の
関
わ
り
で
見
よ
う
と
す
る
時
大
切
な
要
素
と
な
る
。
普
通

に
よ
く
注
意
さ
れ
て
い
る
の
ぼ
、
「
わ
た
し
た
ち
篇
と
「
あ
な
た
が

た
」
で
あ
る
。
「
わ
た
し
た
ち
」
を
ユ
ダ
ヤ
人
と
解
し
、
「
あ
な
た

が
た
」
を
異
邦
人
「
と
見
る
人
々
が
多
い
（
諺
げ
9
r
舅
。
雄
牛
霧
切
醐
「

哨
電
ω
。
○
言
二
塁
謬
臨
㌶
o
憎
、
。
。
Z
β
ζ
’
し
σ
⇔
簿
ダ
囚
。
霧
8
H
）
。
し
か

し
こ
の
理
解
は
二
∴
二
で
破
れ
る
。
　
こ
こ
の
「
わ
た
し
た
ち
扁
は

品
分
を
「
生
れ
な
が
ら
怒
り
の
子
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉

は
ユ
ダ
ヤ
人
の
伝
統
か
ら
…
．
覇
っ
て
異
邦
人
を
指
す
文
4
0
で
あ
る

（ノ

ｭ
グ
記
…
ト
や
。
こ
れ
を
強
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
と
解
す
る
こ
と
は
無

理
で
あ
る
、
…
∵
一
の
「
あ
な
た
が
た
」
は
明
ら
か
に
異
邦
人
で
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あ
る
。
従
っ
て
二
章
の
は
じ
め
は
、
教
会
の
指
導
の
地
位
に
あ
る

異
邦
人
（
二
・
三
の
「
わ
た
し
た
ち
」
）
が
、
新
し
く
教
会
に
加
わ

っ
て
き
た
異
邦
人
た
ち
（
　
∵
一
の
「
あ
な
た
が
た
」
）
に
向
っ
て

の
べ
て
い
る
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
パ

ウ
獄
は
、
こ
の
何
れ
の
代
名
詞
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
エ
ペ
ソ
書
が
強
い
パ
ウ
ロ
の
面
影
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
否
め

な
い
（
編
え
ば
、
三
・
一
、
七
一
八
、
四
・
一
、
六
・
二
〇
一
一
二

等
）
。
そ
の
パ
ウ
ロ
的
色
彩
を
反
映
し
て
い
る
場
醗
が
、
「
わ
た

し
」
と
い
う
一
人
称
単
数
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
「
わ
た
し
」
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
部
分

を
集
め
る
と
次
の
如
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
一
工
i
二
、
一
五
1
．
一
八
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
（
二
・
＝
　
｝
三
）

　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
三
・
一
一
九
、
一
三
一
一
九
。

　
　
四
・
一
－
山
色
、
　
一
七
i
二
四
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
）

　
　
山
ハ
。
一
九
一
二
一
二
。

註1
　
一
二
八
の
焦
り
…
…
焦
り
…
…
は
～
兀
来
写
本
に
根
跡
の
あ
る
よ
う
に
、

募
…
…
鶏
叩
碁
…
－
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
Q
従
っ
て
一
九
の
零
叩

　
焦
…
…
は
あ
と
か
ら
編
上
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
、
　
一
八
の
融
紀
が
除
か

　
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て
よ
い
。
故
に
元
来
は
一
八
で
区
切
ら
れ
て

　
い
た
。

2
　
こ
の
部
分
に
は
金
く
「
わ
た
し
」
が
な
く
、
一
四
と
一
八
に
は
「
わ
た

　
し
た
ち
」
が
あ
る
。
こ
の
「
わ
た
し
た
ち
扁
は
二
・
三
一
憩
の
も
の
と
全

　
く
災
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
と
を
含
せ
た
「
わ
た
し
た
ち
〕
で
あ
る
。

　
従
っ
て
こ
の
「
わ
た
し
た
ち
」
の
中
に
は
パ
ウ
ロ
が
加
わ
っ
て
い
る
と
見

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
　
口
飯
照
訳
に
は
三
・
轟
ハ
に
　
「
わ
た
し
た
ち
漏
　
の
文
字
一
か
あ
る
が
、
　
こ
笥
れ
は

　
q
§
l
i
の
動
詞
を
意
訳
し
た
も
の
で
、
原
文
に
は
門
わ
た
し
た
ち
」
は

　
な
い
。
又
五
節
の
鮎
N
o
q
敏
N
o
お
は
有
力
な
写
本
に
は
欠
け
て
お
り
、

　
Z
①
鑑
①
本
は
特
に
！
記
暦
を
付
し
て
こ
の
文
字
を
本
文
よ
り
除
こ
う
と

　
し
て
い
る
。
故
に
「
聖
徒
た
ち
と
予
欝
欝
た
も
」
と
読
む
。
又
こ
の
五
節

　
は
「
入
の
子
た
ち
」
と
い
っ
た
極
め
て
稀
な
語
が
照
て
い
る
点
か
ら
も

　
叢
’
じ
ご
簿
簿
7
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
あ
る
畿
歌
か
信
仰
告
蜘
文
よ
り
の
引

　
規
と
見
て
よ
い
と
慰
う
。

4
　
あ
る
写
本
に
は
六
二
〇
に
穂
鶏
感
ミ
黛
亀
と
あ
る
が
、
　
こ
れ
は
デ
ィ

　
ダ
ケ
ー
な
ど
教
父
の
文
馨
に
現
わ
れ
て
い
る
が
パ
ゥ
ロ
の
助
法
に
は
な
い

　
故
、
パ
ウ
ロ
の
も
の
と
　
見
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
又
五
・
輩
二
に
は
、
口

　
語
訳
に
は
あ
ら
わ
れ
て
な
い
が
、
原
文
に
は
鞭
、
駆
謝
隷
N
S
の
句
が
あ

　
る
。
こ
れ
は
晶
駒
後
の
闘
係
か
ら
見
て
パ
ウ
p
の
も
の
で
な
い
。

　
他
方
、
こ
の
「
わ
た
し
の
章
」
（
以
下
「
！
章
」
と
睡
ぶ
）
以
外
の

部
分
は
「
わ
た
し
た
ち
」
を
用
い
て
い
る
部
分
（
以
下
「
芝
Φ
章
」

と
呼
ぶ
）
に
属
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
こ
の
部
分
は
、
　
こ
れ
ま
で
エ

ペ
　
ソ
重
岡
に
特
殊
か
略
㎜
用
瓢
㎜
　
（
綴
∵
兇
討
は
　
触
℃
　
↓
o
り
の
　
伽
趣
。
難
、
黛
℃
帆
。
へ
の
》
鋤
ヘ
ウ

N
舎
黎
蓉
b
ミ
ま
β
唇
音
黛
激
袋
四
q
黙
瓦
）
と
か
、
特
殊
な
語
法
（
岡
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義
語
を
所
有
格
で
つ
な
い
だ
り
、
長
い
セ
ン
テ
ン
ス
の
文
）
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
非
パ
ウ
ロ
の
論
拠
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
も
の
が
、

殆
ど
こ
の
部
分
に
現
わ
れ
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、
悪
魔
を
指
す

の
に
勲
黙
曾
ご
の
と
言
っ
て
い
る
（
四
・
二
七
、
六
二
一
）
。
パ
ウ

ロ．

ﾏ
い
つ
も
サ
タ
ン
と
言
っ
て
こ
の
語
は
用
い
な
い
。
又
Z
章
で

は
「
異
邦
人
」
の
語
が
五
器
も
現
わ
れ
て
い
る
の
に
（
二
・
一
一
、

三
・
一
、
六
、
八
、
四
∴
七
）
、
毫
③
章
で
は
一
國
も
繊
て
こ
な

い
。
こ
れ
は
筆
者
が
異
邦
人
で
あ
る
か
ら
だ
と
思
え
る
。
「
今

（
ξ
ヒ
）
」
の
語
は
、
1
章
で
は
い
つ
も
穂
の
時
代
と
の
対
照
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
が
（
一
∵
一
三
、
三
・
五
）
、
薯
。
章
で
は
現
在
の

悪
い
時
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
二
・
二
、
三
・
一
〇
、
五
・

八
）
。
Z
章
で
は
、
　
ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
と
の
区
励
の
壁
を
破
る

こ
と
に
思
い
が
集
中
し
て
い
る
が
（
二
∴
四
、
一
八
、
三
・
六
、

四
・
三
）
、
芝
①
章
で
は
、
召
さ
れ
た
あ
と
の
信
徒
の
訓
練
に
力
を

入
れ
て
い
る
（
二
・
一
〇
、
四
・
＝
二
、
　
一
五
、
五
∴
、
　
一
五
）
。

1
章
で
は
「
奥
義
」
と
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
異
邦
人
が
神
の
民

に
な
る
こ
と
で
あ
る
（
三
・
三
一
六
、
九
、
六
・
一
九
）
が
、
≦
①

章
で
は
一
切
の
も
の
を
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
一
つ
に
す
る
意
味
、

こ
の
意
味
で
キ
リ
ス
ト
と
教
会
と
の
一
体
の
秘
義
が
語
ら
れ
て
い

る
（
一
・
九
、
五
・
三
二
）
。
又
～
章
で
は
教
会
の
文
字
は
な
い
の

に
対
し
、
＜
～
①
章
で
は
教
会
が
非
常
に
重
要
な
も
の
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
（
丁
八
事
ー
二
三
、
三
二
〇
、
二
一
、
五
・
二
三
－

三
二
の
間
）
。
又
教
会
の
中
で
教
職
の
制
度
化
に
向
う
傾
向
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
（
四
　
！
一
）
。
と
に
か
く
≦
o
章
は
、
Z

章
と
は
そ
の
用
語
、
出
切
が
は
っ
き
り
と
異
っ
て
い
る
。
従
っ
て

両
者
は
別
個
の
文
書
で
あ
り
、
又
そ
の
著
者
も
異
っ
て
い
る
と
思

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
、
筆
者
は
1
章
の
作
者
は
パ
ウ
ロ
で

あ
り
、
＜
計
章
の
作
者
は
パ
ウ
p
の
身
辺
に
い
た
弟
子
の
一
人
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
さ
て
∬
章
を
パ
ウ
ロ
の
窪
と
な
す
時
、
パ
ウ
ロ
の
ど
の
時
代
の

も
の
で
あ
る
か
を
定
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
第
一
に
、
エ
ペ

ソ
書
を
書
い
た
の
は
獄
中
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
エ
ペ
ソ
の
獄

に
あ
っ
た
轟
時
と
は
謬
り
、
身
辺
に
あ
ま
り
頻
繁
な
弟
子
達
の
出

入
が
な
く
、
比
較
的
静
か
な
状
況
．
で
あ
．
つ
た
よ
う
に
思
え
る
。
第

二
は
、
パ
ウ
ロ
の
活
動
期
の
よ
う
な
激
し
く
戦
闘
的
な
語
調
が
な

く
、
精
神
的
に
も
至
極
平
静
で
あ
り
、
す
で
に
ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦

人
と
の
通
票
は
一
応
解
決
し
た
時
期
の
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
点

で
、
エ
ペ
ソ
の
獄
は
勿
論
、
ロ
ー
マ
の
獄
を
考
え
る
よ
り
は
、
む

し
ろ
カ
イ
ザ
リ
ヤ
の
獄
を
考
え
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
る
。
当
時

カ
イ
ザ
リ
ヤ
で
は
、
降
…
マ
の
軍
士
コ
ル
ネ
リ
オ
や
そ
の
周
開
の

異
邦
人
信
徒
と
ピ
リ
ポ
を
中
心
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
信
徒
と
が
融
和

し
た
状
況
に
あ
り
、
パ
ウ
ロ
が
そ
の
生
涯
を
か
け
て
戦
っ
た
異
邦
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人
の
福
音
化
が
見
事
に
実
っ
て
い
る
実
状
を
そ
の
目
で
見
、
大
き

な
喜
び
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
三
．

一
三
な
ど
）
。
第
三
に
、
テ
キ
コ
は
こ
の
度
の
エ
ル
サ
レ
ム
行
の

同
行
者
で
あ
っ
た
（
行
伝
二
〇
・
四
）
。
テ
キ
コ
は
パ
ウ
ロ
の
こ
の

手
紙
を
エ
ペ
ソ
の
教
会
に
と
ど
け
（
六
・
二
一
）
、
更
に
そ
の
近
辺

の
教
会
に
も
回
状
と
し
て
届
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
・
一
に
「
エ
ペ

ソ
の
」
の
句
の
な
い
写
本
が
あ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
∬
章
は
パ
ウ
ロ
の
カ
イ
ザ
リ
や
期
の
末
期
、
獄
中
で
書
か

れ
た
と
見
る
。

　
で
は
老
①
章
の
成
立
を
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
。
こ
の

章
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

（2）
（
1（3）

　
こ
の
名
Φ
章
の
著
者
は
、

義
卓
説
を
と
っ
て
い
る
（
　
マ
四
－
八
）
こ
と
か
ら
も
、
パ
ウ
ロ
の

思
想
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の

一
・
三
i
一
四
　
神
へ
の
讃
歌
。

一
・
一
九
一
二
・
一
〇
、
三
・
一
〇
－
ご
一
、
二
〇
一
一
二
Q

神
の
力
の
働
き
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
世
界
の
救
と
栄
光
の

教
会
。

四
・
七
－
一
⊥
ハ
、
二
五
i
三
二
、
五
・
一
－
三
三
、
⊥
ハ
。
一
－

一
七
、
二
四
。
恵
の
下
の
生
活
、
家
庭
訓
、
こ
の
世
と
の

闘
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
ロ
の
思
想
の
中
心
で
あ
る
信
仰

奥
義
観
や
教
会
観
が
パ
ウ
ロ
よ
り
も
一
歩
そ
の
次
の
時
代
の
中
に

入
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
コ
ロ
サ
イ
書
の
異
端
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
身
命
e
な
袋
が
度
々
色
々
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

お
り
（
一
・
一
〇
、
二
三
、
四
・
一
三
）
、
そ
の
他
コ
ロ
サ
イ
書
と
共

通
し
た
用
語
や
内
容
の
多
い
こ
と
な
ど
は
、
こ
の
憂
①
章
の
筆
者

が
パ
ウ
p
の
コ
ロ
サ
イ
書
や
コ
ロ
サ
イ
の
異
端
思
想
を
よ
く
知
っ

て
い
る
入
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
コ
ロ
サ
イ
書
（
エ

ペ
ソ
の
獄
中
の
書
）
を
持
参
し
た
テ
キ
コ
（
コ
ロ
四
・
七
）
が
考
え

ら
れ
る
。
又
光
と
や
み
、
光
の
子
と
い
う
よ
う
な
ヨ
ハ
ネ
的
思
想

の
あ
る
こ
と
は
（
四
・
八
－
一
四
）
エ
ペ
ソ
で
ヨ
ハ
ネ
派
の
思
想
に

ふ
れ
た
者
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
点
で
も
テ
キ
コ
の
ア
ジ
ヤ
人
で
あ

る
こ
と
と
の
凋
係
が
考
え
ら
れ
る
（
行
伝
二
〇
・
四
）
。
も
し
こ
の

　
　
　
　
⑱
一

推
測
が
正
し
い
な
ら
、
エ
ペ
ソ
書
の
中
の
妻
㊦
章
の
著
者
は
テ
キ

コ
と
考
え
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。
彼
は
コ
p
サ
イ
書

を
精
読
し
、
そ
れ
を
土
台
に
し
て
学
び
つ
つ
、
洗
礼
者
の
た
め
、

ま
た
信
徒
の
訓
練
の
た
め
に
芝
①
章
を
書
い
た
。
テ
キ
コ
は
エ
ペ

ソ
轡
の
1
章
を
パ
ウ
ロ
の
命
で
エ
ペ
ソ
に
と
ど
け
た
あ
と
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
地
方
で
伝
道
に
従
事
し
た
で
あ
ろ
う
。
後
日
彼
は
自
分
の
書
い

た
も
の
を
パ
ウ
ロ
の
∬
章
と
組
合
せ
て
礼
器
用
に
ま
た
信
徒
訓
練

　
　
　
　
　
　
　

用
に
編
集
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
エ
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙
と
な
っ
た

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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注5
熟
息
℃
e
、
§
の
語
は
1
章
の
中
の
三
∴
九
に
も
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で

　
は
芝
Φ
章
の
中
の
用
法
と
異
り
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
こ
そ
神
の
プ
レ
ー
ロ
ー

　
マ
で
あ
る
と
の
主
張
で
あ
っ
て
、
究
全
に
パ
ウ
ロ
の
も
の
で
あ
る
（
参
照

　
∬
コ
リ
五
∴
四
、
ロ
マ
五
・
八
、
八
・
三
九
な
ど
）
。

6
　
テ
キ
コ
の
動
静
を
聖
棄
口
の
中
に
見
る
と
、
先
口
ず
彼
が
コ
ロ
韻
ソ
イ
警
を
持

　
参
し
て
コ
ロ
サ
イ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
（
コ
ロ
烈
．
七
）
、
あ
る
所
か
ら

　
（
多
牙
マ
ケ
ド
ニ
ヤ
か
ら
）
エ
ペ
ソ
に
遣
わ
評
轟
」
れ
て
い
る
（
H
テ
モ
四
．
皿

　
二
、
多
分
テ
ト
ス
三
二
二
も
岡
じ
派
遣
を
さ
す
も
の
と
思
う
）
。
又
ア
ジ

　
ア
の
教
会
の
代
表
と
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
岡
行
し
て
い
る
（
行
低
二
〇
．

　
閣
）
。
こ
れ
ら
は
テ
キ
コ
が
エ
ペ
ソ
及
び
ア
ジ
ア
の
地
方
と
深
い
闘
係
の

　
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
尚
又
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
の
数
会
史
に
よ
れ
ば
、

　
カ
イ
ザ
リ
ヤ
に
い
た
ピ
リ
ポ
と
そ
の
置
碁
の
娘
予
言
者
ら
が
そ
の
後
コ
ロ

　
サ
イ
の
近
く
の
ヒ
エ
ラ
ポ
リ
ス
に
移
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
テ
キ

　
コ
の
斡
旋
に
よ
る
と
推
定
し
て
も
必
ず
し
も
的
は
ず
れ
で
は
な
い
で
あ

　
ろ
う
。

7
　
第
ニ
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
手
紙
、
ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
、
い
ず
れ
も
い
く

　
つ
か
の
文
書
が
翻
合
せ
ら
れ
て
い
る
。
私
の
ロ
ー
マ
盤
同
二
文
樽
説
に
よ
れ

　
ま
、
ロ
ー
マ
書
も
ま
た
礼
拝
用
の
た
め
二
つ
の
文
書
の
結
合
さ
れ
た
も
の

　
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
第
嗣
多
紀
頃
に
本
文
の
確
定
す
る
以
前
に
、
濠

　
初
の
パ
ウ
ロ
の
諸
手
紙
が
色
々
と
作
為
さ
れ
た
事
実
を
否
虐
疋
す
る
わ
け
に

　
は
い
か
ぬ
と
考
え
る
。

昭
和
五
十
年
度
行
事
報
告

○
第
十
四
回
大
会
　
七
月
十
四
獄
　
於
・
北
星
学
國
女
子
短
期
大
学

理
事
会

総
　
　
会

　
昭
卸
四
十
九
年
度
行
事
・
会
計
・
会
計
監
査
報
告
を
承
認

決
議
事
項

　
一
、
次
期
大
会
は
七
月
十
二
日
（
月
）
、
北
撚
学
園
大
学
に
お
い
て
行
な
う

　
　
予
定
と
す
る
。

　
二
、
公
㎜
書
芸
会
は
高
橋
漢
氏
と
シ
講
ナ
イ
ダ
…
氏
を
講
師
と
し
て
招
く

　
　
こ
と
の
可
能
性
を
打
診
す
る
。

　
三
、
『
基
督
教
学
隔
第
十
篇
万
の
編
集
委
藁
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
出
。

　
　
浅
井
疋
三
、
宇
野
光
雄
、
大
山
綱
夫
、
近
野
亙
、
菅
沼
英
二
、
縄
沢
武

　
　
人
、
土
屋
博

研
究
発
表
会

　
一
、
キ
リ
ス
ト
弥
粥

　
…
一
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヴ
ォ
ラ
ン

　
　
タ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
三
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
け
る

　
　
　
「
建
徳
」
の
概
念

　
四
、
大
正
期
に
お
け
る
北
海
道

　
　
　
キ
リ
ス
ト
訓
教
・
更
へ
の
荊
宕
　
干

　
　
　
の
考
察

○
公
瀾
講
演
会

都
禽
に
よ
り
中
止
と
な
る
。

札
幌
グ
リ
ー
ン
｛
当
院

ケ
…
ス
ワ
ー
カ
ー

酪

農

学
1
颯

大

女北

子星

王学

大鰯

旭日
；ll本

驚基
岡督
教教
会団

荒
木
関
巧

大
山
綱
夫

渡
部
光
男

三
島
恒
雄
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